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く
売
れ
ば
売
る
ほ
ど
，
現
金
が
手

元
に
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
業
拡
張
に
当
た
っ
て
は
銀
行

か
ら
の
借
入
金
に
頼
ら
な
く
て
も
、

事
業
を
伸
ば
す
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
急
速
な

事
業
の
拡
大
に
耐
え
ら
れ
る
財
務

体
質
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

早早
建建
ココ
ンン
テテ
スス
トト
でで
2299
時時
間間
弱弱

９
年
前
２
０
０
７
年
よ
り
年
一

回
、
『
早
建
て
コ
ン
テ
ス
ト
』
を

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
で
実
施
し
ま

し
た
。
先
行
工
事
と
し
て
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
基
礎
、
外
構
工
事
、

仮
設
足
場
、
配
管
、
の
状
態
か
ら
、

朝
８
時
に
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
朝
礼
、
土
台
敷
、
断
熱

材
挿
入
、
床
合
板
貼
、
建
て
方
へ

と
進
ん
で
行
き
ま
す
。
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
を
接
続
し
、

住
め
る
状
態
ま
で
完
成
さ
せ
、
完

了
公
的
検
査
取
得
時
点
で
終
了
と

な
り
ま
す
。
第
一
回
目
の
記
録
は

７
日
で
し
た
が
、
昨
年
16
年
秋
に

は
、
28
時
間
54
分(

前
年
よ
り
２
時

間
35
分
短
縮)

と
な
り
ま
し
た
。

(

ア
ー
ネ
ス
ト
ワ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
注
１
）
）
技
術
経
営
の
取
り
組

み
結
果
の
一
例
で
す
。

日日
本本
人人
のの
現現
場場
力力
でで
生生
産産
性性
向向
上上

現
在
進
行
中
の
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
を
解
決
す
る
に
は
、
生
産

性
の
向
上
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
向
け
て
、
日
本

人
の
持
つ
改
善
の
現
場
力
を
フ
ル

に
発
揮
し
て
、
世
界
に
誇
れ
る

『
も
の
づ
く
り
の
国
日
本
』
と
し
、

元
気
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

(

西
河
洋
一)

ＯＯＰＰＩＩＮＮＩＩＯＯＮＮＳＳ

[HRM研究会準備会合（第６回）]

『日本的グローバル化経営実践のすすめ』 ・・・・・・・・・・・・・・ ４４頁頁
日本型経営を非常に肯定的に見ている

[西河技術経営塾（第４期生）]

納税し、社会貢献できる経営人材の育成 ・・・・・・・・・・・・・・ ２２頁頁

将来を洞察する ・・・・・・・・・・・・・・ ６６頁頁

日
本
の
強
み
は
、
モ
ノ

づ
く
り
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
日
本
に
は
、
日
々
の

改
善
に
取
り
組
め
る
現
場

力
が
あ
る
か
ら
で
す
。
日

本
人
の
知
恵
と
誠
実
さ
で
、

世
界
の
モ
ノ
づ
く
り
を
支

え
て
き
ま
し
た
。
元
気
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
昨
今
の
日
本
、

立
ち
直
り
の
切
欠
は
無
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。

建建
築築
工工
期期
をを
３３
分分
のの
１１
にに
すす
るる

筆
者
が
立
ち
上
げ
た
ア
ー
ネ
ス

ト
ワ
ン
は
、
戸
建
て
住
宅
の
建
築

工
期
を
、
３
分
の
１
以
下
に
短
縮

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

当
時
出
始
め
た
軸
組
構
造
材
の

プ
レ
カ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
、
新
技

術
と
し
て
導
入
、
支
配
下
に
プ
レ

カ
ッ
ト
工
場
を
新
設
し
、
日
々
進

化
さ
て
き
ま
し
た
。
木
材
加
工
の

殆
ど
を
工
場
で
行
う
フ
ル
プ
レ

カ
ッ
ト
を
目
指
し
、
現
場
作
業
を

極
限
ま
で
減
ら
す
こ
と
に
挑
戦
し
、

合
わ
せ
て
全
て
の
建
築
作
業
工
程

の
無
駄
を
見
直
し
ま
し
た
。

工工
期期
のの
短短
縮縮
でで
資資
金金
にに
余余
裕裕

細
か
な
改
善
を
積
み
重
ね
な
が

ら
、
工
期
の
短
縮
を
実
現
し
て
き

ま
し
た
。
目
標
を
達
成
す
る
と
、

色
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
「
棚
卸
回
転
率
が
改
善
す

る
」
「
同
じ
要
員
で
売
上
３
倍
，

利
益
３
倍
を
実
現
」
な
ど
で
す
。

更
に
は
、
資
金
が
高
速
に
回
る

こ
と
で
、
資
金
余
裕
も
で
て
き
ま

し
た
。
通
常
不
動
産
の
販
売
は
、

現
金
で
行
い
ま
す
の
で
、
現
金
を

容
易
に
入
手
で
き
ま
す
。
一
方
、

出
金
で
あ
る
材
料
な
ど
の
支
払
い

は
、
手
形
で
行
い
ま
す
の
で
、
早

世界に誇れるものづくりで、日本の元気を取り戻す

エネルギー市場、安定化の要素

[エネルギーパラダイムに関する研究]

学んだことを
すぐビジネスに生かす

（注１）http://www.arnest1.co.jp/company/news/2016/20161026.html
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技技
術術
経経
営営
人人
財財
をを
育育
成成
すす
るる

経
営
者
向
け
に
実
践
的
な
技
術
経
営

を
効
率
的
に
学
べ
る
西
河
技
術
経
営
塾

実
践
経
営
ス
ク
ー
ル
は
、
平
成
29
年
６

月
６
日
に
、
第
４
期
生
４
名
が
修
了
、

合
計
15
名
が
修
了
し
た
。

修
了
生
の
活
躍
の
実
績
が
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
、
聞
こ
え
始
め
て
き
て
い

る
。

塾塾
でで
学学
んん
だだ
ここ
とと
をを
論論
文文
にに
すす
るる

西
河
技
術
経
営
塾
の
修
了
要
件
は
、

塾
生
が
書
い
た
研
究
報
告
書
（
論
文
）

を
審
査
委
員
が
採
点
し
、
経
営
者
と
し

て
、
修
了
レ
ベ
ル
に
あ
る
か
の
確
認
を

し
て
い
る
。

塾
生
が
書
い
た
報
告
書
の
概
要
を
紹

介
す
る
。

■■
相相
見見

祥祥
真真

農農
業業
とと
福福
祉祉
をを
繋繋
ぐぐ
事事
業業
（（（（障障
害害
者者
がが

穏穏
やや
かか
なな
環環
境境
でで
、、
働働
くく
喜喜
びび
をを
実実
感感
すす

るる
））平

成
29
年
４
月
、
青
梅
市
に
「
い
い

あ
さ
フ
ァ
ー
ム
」
を
開
設
、
農
業
を
コ

ン
セ
プ
ト
し
た
障
害
者
支
援
設
備
の
設

立
に
、
理
事
と
し
て
同
施
設
の
経
営
に

参
画
し
た
。

開
所
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
と
の
協

力
体
制
の
第
一
歩
を
築
く
こ
と
が
で
き
、

地
域
に
根
ざ
し
て
事
業
所
が
成
長
す
る

土
台
が
で
き
た
。
ま
た
、
早
い
段
階
で
、

利
用
者
が
集
ま
り
収
支
の
見
通
し
が

立
っ
た
こ
と
で
、
事
業
が
安
心
し
て
継

続
で
き
る
土
台
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
は
、
利
用
者
工
賃
額
の
向
上
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
「
価
値
あ
る

仕
事
に
従
事
し
、
労
働
の
対
価
と
し
て

の
工
賃
を
受
け
取
る
」
と
い
う
付
加
価

値
モ
デ
ル
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
利
用
者
が
労
働
の
対
価
を
も

ら
う
こ
と
で
、
労
働
す
る
喜
び
を
少
し

で
も
感
じ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

西
河
技
術
経
営
塾
で
の
学
び
と
、
い

い
あ
さ
フ
ァ
ー
ム
開
設
や
運
営
で
培
っ

た
経
験
を
基
に
、
社
会
福
祉
法
人
年
輪

と
し
て
、
利
用
者
が
、
価
値
あ
る
仕
事

に
従
事
し
、
労
働
の
対
価
と
し
て
の
工

賃
を
受
け
取
る
モ
デ
ル
の
事
業
所
を
他

の
地
域
に
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
雇
用

に
悩
み
を
抱
え
て
い
た
障
害
者
が
活
躍

で
き
る
社
会
を
創
出
し
て
い
き
た
い
。

仕
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
経
営
に
向

き
合
う
時
間
を
作
れ
な
か
っ
た
。
入
塾

し
、
経
営
に
向
き
合
う
時
間
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
。
経
営
に
向
き
合
え
る
時

間
と
仲
間
を
持
ち
、
先
生
方
の
ご
指
導

で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
だ

け
で
は
、
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
ま
で
も
が
可
能
に
な
っ
た
。

西河技術経営塾 実践経営スクール

西河技術経営塾4期生の修了式が6月6日に行われた。前列左から、相見祥真、下井秀文、西河洋一塾長、砂永晃、中野祝の塾長を挟ん
で左右に塾生２名。後列左から小平和一朗、大橋克已、淺野昌宏、前田光幸、杉本晴重の講師陣。平成28年9月7日から32回開催され、
修了生のほぼ全員が休まず西河技術経営塾に通って、修了式を迎えた。砂永と中野の2名は、健康に留意し、仕事の日程を優先的に調

整し、皆勤であった。西河塾長は「節税するな。利益を出し、税金を沢山払える会社になって欲しい」という。「節税のために、過小売上、不
要な経費増では、会社を大きくできない。経費節減で利益を出し、税金を払い、資本を充実し、会社を大きくする」と塾生に常に語る。

４４期期生生（（2016.9.7～～2017.6.6））西西河河技技術術経経営営塾塾

学学
んん
だだ
ここ
とと
をを

すす
ぐぐ
ビビ
ジジ
ネネ
スス
にに
生生
かか
すす

■■
砂砂
永永

晃晃

介介
護護
事事
業業
とと
リリ
ササ
クク
ルル
のの
共共
存存
戦戦
略略

（（
感感
謝謝
ささ
れれ
儲儲
かか
るる
ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル

のの
強強
化化
））

介
護
事
業
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
と

き
、
介
護
タ
ク
シ
ー
と
い
う
職
種
が
目

に
留
ま
っ
た
。
病
院
へ
の
送
迎
や
旅
行 修了式で優良賞を受賞した相見祥真

朝焼け統括部長

納納税税しし、、社社会会貢貢献献ででききるる経経営営人人財財のの育育成成
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西河技術経営塾 実践経営スクール

■
下下
井井

秀秀
文文

リリ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
かか
らら
イイ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ

ンン
へへ
（（
年年
商商
２２
百百
億億
円円
突突
破破
をを
目目
指指
しし

てて
））株

式
会
社
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
は
、
金
融

と
不
動
産
の
双
方
に
関
す
る
専
門
性
を

活
か
し
、
従
来
の
定
型
的
な
ス
タ
イ
ル

を
越
え
た
多
様
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
「
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
と
共
に
成
功
す
る
」
を
信
条

に
し
て
、
経
営
を
し
て
い
る
。

全
国
の
価
値
が
過
少
に
評
価
さ
れ
て

い
る
不
動
産
を
買
い
取
り
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
施
し
、
物
件
本
来
の
価
値
を

最
大
限
に
引
き
出
し
た
上
で
市
場
売
却

す
る
と
い
う
ハ
ン
ズ
オ
ン
の
バ
リ
ュ
ー

ア
ッ
プ
型
不
動
産
再
生
事
業
で
あ
る
。

不
動
産
仲
介
会
社
に
ア
ク
セ
ス
し
、
吟

味
し
た
売
却
物
件
情
報
の
中
か
ら
手
数

料
を
支
払
っ
て
、
事
業
化
可
能
な
物
件

を
購
入
し
、
商
品
化
を
行
う
。
売
却
時

も
、
買
主
を
見
つ
け
て
き
た
不
動
産
仲

介
会
社
に
手
数
料
を
支
払
っ
て
、
取
引

を
完
結
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い

る
。「

カ
バ
」
を
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
シ
ン
ボ

ル
に
用
い
て
い
る
。
カ
バ
は
穏
和
な
イ

メ
ー
ジ
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
、
強
さ
、

し
な
や
か
さ
を
具
備
し
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
こ
と

の
で
き
る
会
社
を
表
現
し
て
い
る
。
豊

か
で
幸
せ
な
住
環
境
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
。

工
期
の
短
縮
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

送
迎
な
ど
が
主
な
仕
事
ら
し
い
。
中
古

の
介
護
車
両
を
購
入
し
て
、
開
業
し
た
。

実
際
に
稼
働
し
て
み
る
と
、
時
間
効
率

の
悪
さ
や
、
稼
働
率
の
問
題
点
が
目
に

つ
き
だ
し
、
悩
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

ん
な
時
、
知
人
か
ら
西
河
技
術
経
営
塾

を
紹
介
さ
れ
、
入
塾
し
た
。

塾
で
学
ぶ
こ
と
で
、
営
業
の
基
本
を

忘
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
売
り

込
む
と
い
う
よ
り
、
困
っ
た
こ
と
が
無

い
か
聞
い
て
回
る
こ
と
の
重
要
性
に
気

付
い
た
。
高
齢
者
の
方
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
に
は
、
自
社
の
強
み
を
紙
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
伝
え
る
。
そ
し
て
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
の
重
要
性
や
原
価
計
算
を
し
て

い
く
ら
儲
け
た
ら
良
い
か
が
は
っ
き
り

し
た
。
顧
客
に
も
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
、

な
ぜ
こ
れ
だ
け
の
金
額
に
な
る
の
か
を

丁
寧
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と

も
に
、
価
格
に
も
自
信
が
持
て
る
よ
う

に
な
っ
た
。

介
護
事
業
所
を
訪
問
し
て
、
分
か
っ

た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
そ
し
て

自
社
の
施
策
が
「
求
め
ら
れ
て
い
る
良

い
施
策
だ
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
営
業
の
基
本
と
人
間
力

が
、
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
時
代
の
最
高

潮
だ
っ
た
頃
の
自
分
に
戻
れ
た
。

こ
の
施
策
に
自
信
が
も
て
た
の
で
、
次

は
人
を
雇
用
し
た
い
と
思
う
。
人
を
育

て
る
の
は
難
し
い
し
、
時
間
が
か
か
る
。

■■
中中
野野

祝祝

住住
宅宅
ササ
ーー
ビビ
リリ
会会
社社
のの
事事
業業
再再
生生
（（
経経

験験
知知
のの
殻殻
をを
破破
るる
ここ
とと
かか
らら
始始
まま
るる
））

住
宅
サ
ー
ビ
ス
会
社
と
し
て
設
立
し
、

10
年
。
社
長
と
し
て
、
い
か
に
打
開
し
、

成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
自
問
自

答
を
繰
り
返
し
た
が
、
そ
の
答
え
を
導

き
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
ま

で
行
っ
て
き
た
経
験
知
だ
け
の
経
営
に
、

「気付いた時には既に遅い」と
語る中野祝エイワンプラス社長

塾で学んだ知識を生かして経
営するHISCO社長の砂永晃

在
庫
の
回
転
率
を
上
げ
る
。
現
在
の
在

庫
期
間
は
５
～
６
ヶ
月
で
あ
る
。
半
月

づ
つ
短
縮
す
る
努
力
を
し
、
ゆ
く
ゆ
く

は
３
ヶ
月
と
し
た
い
。

売
上
自
体
も
年
35
％
成
長
が
求
め
ら

れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
事
実
上
、
倍
々

に
近
い
伸
長
を
掲
げ
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
社
内
に
繰
り
返
し
「
ス
ピ
ー

ド
」
を
説
き
、
全
社
に
そ
の
意
識
を
浸

透
さ
せ
た
い
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
は
成
長
を
す

る
し
、
需
要
は
あ
る
。
弊
社
と
し
て
は
、

技
術
経
営
に
関
す
る
知
見
を
深
化
・
深

耕
さ
せ
、
工
期
短
縮
へ
の
不
断
無
き
取

組
み
に
よ
り
、
市
場
創
造
に
寄
与
し
、

年
商
２
０
０
0
億
円
突
破
を
必
ず
や
実

現
し
た
い
。

講
義
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
重

要
さ
や
、
工
期
の
短
縮
、
回
転
率
の
向

上
に
取
り
組
む
必
要
性
を
学
ん
だ
。

「工期の短縮」が課題と語る
ミッドランド社長の下井秀文

西
河
技
術
経
営
塾
で
学
び
答
え
を
見
つ

け
出
し
、
ス
キ
ー
ム
を
身
に
付
け
、
よ

り
強
力
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
行
え
る

企
業
を
作
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
が

強
く
な
っ
た
。

実
際
、
経
営
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
社
長

の
立
場
で
、
問
題
点
に
気
付
い
た
時
に

は
す
で
に
遅
く
、
真
の
問
題
は
、
経
営

者
の
こ
こ
ろ
の
内
側
に
あ
る
こ
と
、
経

験
知
か
ら
く
る
固
定
概
念
で
あ
る
こ
と

に
気
が
付
く
こ
と
が
で
き
た
。
事
業
再

生
は
経
営
者
一
人
で
出
来
ず
、
社
員
の

力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。
つ
ま
り
人
財
の
活
用
と

育
成
こ
そ
が
大
切
で
、
そ
の
取
り
組
み

は
社
長
自
身
の
心
構
え
を
変
え
る
こ
と

で
、
比
較
的
容
易
に
実
現
で
き
る
こ
と

に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。

「
愚
か
者
は
経
験
を
学
び
、
賢
者
は

歴
史
を
学
ぶ
」
の
格
言
を
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
今
ま
で
の
自
分
は
、

経
験
だ
け
の
積
み
重
ね
で
、
成
長
の
ス

ピ
ー
ド
は
遅
く
、
止
ま
っ
た
ま
ま
で
い

た
。
「
賢
者
は
歴
史
を
学
ぶ
＝
過
去
の

事
例
か
ら
出
来
た
理
論
・
技
術
は
失
敗

の
積
み
重
ね
か
ら
出
来
た
モ
ノ
」
と
は
、

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
間
違
い
が
少
な
く

な
り
、
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
を
速
く
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
だ
。
西

河
技
術
経
営
塾
は
、
経
営
を
教
え
、
経

営
者
を
育
て
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

自
分
の
失
敗
を
糧
に
し
て
、
次
か
ら
は

経
営
者
目
線
で
人
を
育
て
る
。

漠
然
と
、
た
だ
忙
し
く
日
々
を
過
ご

し
て
き
た
仕
事
か
ら
、
塾
で
学
ん
だ
基

礎
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
駆
使
し
、
本

当
の
企
業
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
の
重
要

性
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

４４期期生生（（2016.9.7～～2017.6.6））西西河河技技術術経経営営塾塾
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技技
術術
経経
営営
人人
財財
をを
育育
成成
すす
るる

経
営
者
向
け
に
実
践
的
な
技
術
経
営

を
効
率
的
に
学
べ
る
西
河
技
術
経
営
塾

実
践
経
営
ス
ク
ー
ル
は
、
平
成
29
年
６

月
６
日
に
、
第
４
期
生
４
名
が
修
了
、

合
計
15
名
が
修
了
し
た
。

修
了
生
の
活
躍
の
実
績
が
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
、
聞
こ
え
始
め
て
き
て
い

る
。

塾塾
でで
学学
んん
だだ
ここ
とと
をを
論論
文文
にに
すす
るる

西
河
技
術
経
営
塾
の
修
了
要
件
は
、

塾
生
が
書
い
た
研
究
報
告
書
（
論
文
）

を
審
査
委
員
が
採
点
し
、
経
営
者
と
し

て
、
修
了
レ
ベ
ル
に
あ
る
か
の
確
認
を

し
て
い
る
。

塾
生
が
書
い
た
報
告
書
の
概
要
を
紹

介
す
る
。

■■
相相
見見

祥祥
真真

農農
業業
とと
福福
祉祉
をを
繋繋
ぐぐ
事事
業業
（（（（障障
害害
者者
がが

穏穏
やや
かか
なな
環環
境境
でで
、、
働働
くく
喜喜
びび
をを
実実
感感
すす

るる
））平

成
29
年
４
月
、
青
梅
市
に
「
い
い

あ
さ
フ
ァ
ー
ム
」
を
開
設
、
農
業
を
コ

ン
セ
プ
ト
し
た
障
害
者
支
援
設
備
の
設

立
に
、
理
事
と
し
て
同
施
設
の
経
営
に

参
画
し
た
。

開
所
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
と
の
協

力
体
制
の
第
一
歩
を
築
く
こ
と
が
で
き
、

地
域
に
根
ざ
し
て
事
業
所
が
成
長
す
る

土
台
が
で
き
た
。
ま
た
、
早
い
段
階
で
、

利
用
者
が
集
ま
り
収
支
の
見
通
し
が

立
っ
た
こ
と
で
、
事
業
が
安
心
し
て
継

続
で
き
る
土
台
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
は
、
利
用
者
工
賃
額
の
向
上
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
「
価
値
あ
る

仕
事
に
従
事
し
、
労
働
の
対
価
と
し
て

の
工
賃
を
受
け
取
る
」
と
い
う
付
加
価

値
モ
デ
ル
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
利
用
者
が
労
働
の
対
価
を
も

ら
う
こ
と
で
、
労
働
す
る
喜
び
を
少
し

で
も
感
じ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

西
河
技
術
経
営
塾
で
の
学
び
と
、
い

い
あ
さ
フ
ァ
ー
ム
開
設
や
運
営
で
培
っ

た
経
験
を
基
に
、
社
会
福
祉
法
人
年
輪

と
し
て
、
利
用
者
が
、
価
値
あ
る
仕
事

に
従
事
し
、
労
働
の
対
価
と
し
て
の
工

賃
を
受
け
取
る
モ
デ
ル
の
事
業
所
を
他

の
地
域
に
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
雇
用

に
悩
み
を
抱
え
て
い
た
障
害
者
が
活
躍

で
き
る
社
会
を
創
出
し
て
い
き
た
い
。

仕
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
経
営
に
向

き
合
う
時
間
を
作
れ
な
か
っ
た
。
入
塾

し
、
経
営
に
向
き
合
う
時
間
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
。
経
営
に
向
き
合
え
る
時

間
と
仲
間
を
持
ち
、
先
生
方
の
ご
指
導

で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
だ

け
で
は
、
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
ま
で
も
が
可
能
に
な
っ
た
。

西河技術経営塾 実践経営スクール

西河技術経営塾4期生の修了式が6月6日に行われた。前列左から、相見祥真、下井秀文、西河洋一塾長、砂永晃、中野祝の塾長を挟ん
で左右に塾生２名。後列左から小平和一朗、大橋克已、淺野昌宏、前田光幸、杉本晴重の講師陣。平成28年9月7日から32回開催され、
修了生のほぼ全員が休まず西河技術経営塾に通って、修了式を迎えた。砂永と中野の2名は、健康に留意し、仕事の日程を優先的に調

整し、皆勤であった。西河塾長は「節税するな。利益を出し、税金を沢山払える会社になって欲しい」という。「節税のために、過小売上、不
要な経費増では、会社を大きくできない。経費節減で利益を出し、税金を払い、資本を充実し、会社を大きくする」と塾生に常に語る。

４４期期生生（（2016.9.7～～2017.6.6））西西河河技技術術経経営営塾塾

学学
んん
だだ
ここ
とと
をを

すす
ぐぐ
ビビ
ジジ
ネネ
スス
にに
生生
かか
すす

■■
砂砂
永永

晃晃

介介
護護
事事
業業
とと
リリ
ササ
クク
ルル
のの
共共
存存
戦戦
略略

（（
感感
謝謝
ささ
れれ
儲儲
かか
るる
ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル

のの
強強
化化
））

介
護
事
業
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
と

き
、
介
護
タ
ク
シ
ー
と
い
う
職
種
が
目

に
留
ま
っ
た
。
病
院
へ
の
送
迎
や
旅
行 修了式で優良賞を受賞した相見祥真

朝焼け統括部長

納納税税しし、、社社会会貢貢献献ででききるる経経営営人人財財のの育育成成
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2017.05.22研研究究会会活活動動
HRM研究会準備会合（６回）

平
成
29
年
5
月
22
日
、
財
団
に
て
第
６
回
Ｈ
Ｒ
Ｍ
研
究
会
準
備
会
合
を
開
催
し
た
。
本
準

備
会
合
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会
」
で
の
議
論
の
中
か
ら
組
織
や
人
財
に
関
わ
る
問
題
を
抽

出
し
、
現
状
読
み
切
れ
て
い
な
い
部
分
を
浮
き
彫
り
に
し
、
次
の
研
究
課
題
の
抽
出
を
目
的

に
し
て
い
る
。
今
回
は
、
座
長
の
小
平
和
一
朗
専
務
理
事
か
ら
『
ゆ
と
り
世
代
考
』
と
い
う

題
目
で
ゆ
と
り
世
代
に
関
す
る
問
題
提
起
。
ま
た
、
敬
愛
大
学
経
済
学
部
の
下
斗
米
秀
之
専

任
講
師
と
前
野
高
明
専
任
講
師
か
ら
、
財
団
編
集
の
『
日
本
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
経
営
実
践
の

す
す
め
』
に
関
す
る
問
題
提
起
が
あ
り
、
委
員
相
互
で
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
た
。

ゆゆ
とと
りり
とと
いい
わわ
れれ
るる
世世
代代
はは
昔昔
もも
いい
たた

小小
平平
和和
一一
朗朗
専専
務務
理理
事事

齋
藤
孝
が
書
い
た
『
若
者
の
取
扱
説

明
書
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）
』
を
読
ん
で
分

か
っ
た
が
、
昔
も
ゆ
と
り
世
代
と
い
わ

れ
る
人
達
は
、
昔
か
ら
多
数
派
を
占
め

て
い
な
い
が
い
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の

よ
う
な
人
達
に
色
々
と
気
を
使
い
な
が

ら
、
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

思
い
出
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
何
も
変
わ
っ

い
う
か
、
言
わ
れ
る
と
引
い
て
し
ま
う
。

上
手
く
行
っ
て
い
る
う
ち
は
良
い
が
、

上
手
く
行
か
な
い
の
で
「
こ
う
し
た
ら

良
い
の
で
は
な
い
か
」
と
言
う
と
、
ガ

ク
ッ
と
な
る
。

下下
斗斗
米米
：：
打
た
れ
弱
さ
と
い
う
点
で
は
、

今
の
学
生
は
失
敗
に
対
す
る
恐
怖
が
感

覚
的
に
随
分
違
う
。
失
敗
す
る
と
立
ち

直
れ
な
か
っ
た
り
、
そ
こ
か
ら
逆
転
で

き
る
と
い
う
感
覚
が
な
い
。
や
ら
な
く

て
も
良
い
と
い
う
形
で
、
ソ
ツ
な
く
失

敗
し
な
い
生
き
方
を
選
択
す
る
。
彼
ら

は
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
自

己
表
現
を
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
か

な
り
叩
か
れ
た
り
、
大
き
な
失
敗
を
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

不
特
定
多
数
の
人
か
ら
批
判
を
受
け
る

可
能
性
が
あ
る
時
代
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
使
っ

て
い
な
い
と
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
し

ま
う
。
難
し
さ
は
あ
る
。

ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
にに
関関
すす
るる
問問
題題
提提
起起

下下
斗斗
米米
秀秀
之之
敬敬
愛愛
大大
学学
専専
任任
講講
師師

『
日
本
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
経
営
実
践

の
す
す
め
』
の
目
的
は
、
長
期
低
迷
を

続
け
る
日
本
企
業
の
原
因
を
解
明
す
る

こ
と
に
あ
り
、
そ
の
本
質
的
な
問
題
が

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
不
良
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
を
構
造
的
な
問
題
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
研
究
手
法
と
し

て
実
務
経
験
に
基
づ
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
現
状
認
識
と
知
見
を
集
め
て
、
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
日

本
型
経
営
を
非
常
に
肯
定
的
に
見
て
い

る
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。

そ
れ
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
戦
略
・

現
場
発
の
戦
略
を
指
し
て
お
り
米
国
の

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
と
比
較
し
、
日
本
型

経
営
は
非
常
に
良
い
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

復
活
す
る
能
力
と
資
格
が
あ
る
の
だ
と

い
う
の
が
、
一
つ
の
要
要
な
解
答
だ
。

っ
て
い
な
い
。
統
計
を
と
っ
た
訳
で
は

な
く
、
推
測
で
あ
る
が
、
80
年
代
の
ガ

キ
大
将
の
時
代
、
ゆ
と
り
世
代
と
い
わ

れ
る
人
達
が
、
30
％
程
度
は
い
た
と
思

う
。
（
図
１
）
２
０
１
０
年
に
は
、
ゆ

と
り
世
代
が
70
％
を
占
め
る
。
集
団
で

行
う
、
い
じ
め
も
あ
る
。
い
じ
め
も

あ
っ
て
、
ゆ
と
り
の
世
代
の
思
考
行
動

が
多
数
派
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。

周周
囲囲
がが
頑頑
張張
れれ
ばば
、、
おお
れれ
もも
頑頑
張張
るる

「
ゆ
と
り
世
代
は
、
実
は
伸
び
る
」

と
齋
藤
は
言
う
が
、
ゆ
と
り
だ
か
ら
伸

び
る
訳
で
は
な
い
と
思
う
。
ゆ
と
り
を

同
著
で
は
、
良
く
も
悪
く
も
お
と
な
し

く
て
真
面
目
、
真
面
目
だ
か
ら
こ
そ
追

い
込
ま
れ
る
と
頑
張
る
。
周
囲
も
頑
張

れ
ば
自
分
も
頑
張
る
。
よ
り
高
い
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
。

若
者
の
認
め
ら
れ
た
い
欲
求
と
言
う

が
、
80
年
代
に
も
こ
の
よ
う
な
人
達
は

少
数
だ
が
い
た
。
現
代
の
ゆ
と
り
は
、

多
少
弱
々
し
い
雰
囲
気
も
あ
る
が
、
皆

が
み
な
、
80
年
代
も
頑
張
り
屋
な
訳
で

は
な
く
、
ゆ
と
り
と
い
わ
れ
る
、
お
と

な
し
く
て
真
面
目
な
人
達
が
い
た
。

杉杉
本本
晴晴
重重
理理
事事
：：
ゆ
と
り
世
代
、
打
た

れ
弱
い
と
い
う
か
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
と

図１ ゆとり世代とその他の世代（推定構成比）

ゆとり世代を説明する小平専務理事

『『
日日
本本
的的
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
化化
経経
営営
実実
践践
のの
すす
すす
めめ
』』

日日
本本
型型
経経
営営
をを
非非
常常
にに
肯肯
定定
的的
にに
見見
てて
いい
るる
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（注２）ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告』に後日議事録を掲載
（注３）ＨＲＭ：Human Resource Management

の
比
較
と
か
、
そ
う
い
う
方
法
に
変
え

る
と
、
ま
た
違
っ
た
景
色
が
見
え
る
。

ア
ジ
ア
の
中
で
の
日
本
企
業
を
考
え
る

う
え
で
、
韓
国
・
台
湾
・
中
国
の
企
業

経
営
と
の
比
較
は
重
要
。

ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
化化
へへ
のの
対対
応応
不不
良良

本
書
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
80
年
代
以

降
に
定
着
し
、
90
年
代
に
急
増
し
た
第

二
次
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
を
指
し
て
い
る
。

「
第
一
次
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
は

百
年
く
ら
い
前
、
19
世
紀
後
半
の
ア
メ

リ
カ
多
国
籍
企
業
の
登
場
を
指
す
。

こ
の
よ
う
な
研
究
の
到
達
点
の
一
つ

に
、
新
興
国
が
続
々
と
台
頭
し
つ
つ
も
、

先
進
国
企
業
の
、
産
業
部
門
に
お
け
る

世
界
市
場
へ
の
影
響
力
と
言
う
の
は
い

ま
だ
に
非
常
に
大
き
い
と
の
指
摘
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
老
舗
企
業
が
グ
ロ
ー
バ

ル
な
変
化
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
適
応

し
て
き
た
の
か
を
見
る
視
点
が
、
も
っ

と
あ
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
グ
ロ
ー
バ
ル

化
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
老
舗
企
業

の
適
応
力
に
注
目
す
る
の
も
、
こ
の
よ

う
な
テ
ー
マ
を
考
え
る
に
は
良
い
。

経経
営営
者者
層層
のの
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
人人
財財
のの
育育
成成

四
番
目
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
の
育
成
。

人
財
と
は
経
営
者
層
や
幹
部
層
の
こ
と
。

財
団
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

米
国
で
は
、
大
企
業
、
中
小
企
業
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
三
重
構
造
。
企
業

の
役
割
や
育
成
課
題
、
大
企
業
と
中
小

企
業
と
で
違
う
。

日日
本本
のの
国国
際際
競競
争争
力力
はは
負負
けけ
てて
なな
いい

前前
野野
高高
章章
敬敬
愛愛
大大
学学
専専
任任
講講
師師

日
本
の
国
際
競
争
力
の
低
下
が
失
わ

れ
た
20
年
、
30
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。

国
際
競
争
力
を
測
る
時
に
は
、
基
本
的

に
は
国
際
貿
易
の
デ
ー
タ
か
ら
計
算
さ

れ
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
日

本
の
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
作
ら
れ
た

デ
ー
タ
で
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
分
野
で
は
現

HRM研究会準備会合（６回）

実
の
経
済
の
動
き
の
捉
え
方
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
っ
て
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
ス

ピ
ー
ド
が
遅
い
。
２
千
年
位
ま
で
は

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
と
っ
た
ク
ル
ー
グ
マ
ン

等
の
理
論
を
ベ
ー
ス
に
研
究
が
さ
れ
て

い
た
。

90
年
代
後
半
か
ら
２
千
年
代
前
半
に
か

け
て
新
し
い
理
論
が
出
て
、
そ
れ
ら
新

し
い
理
論
や
デ
ー
タ
な
ど
が
研
究
を
革

新
的
に
変
化
さ
せ
た
の
が
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
分
野
で
の
近
年
の
流
れ
。

た
だ
デ
ー
タ
を
単
純
に
採
っ
て
国
際

競
争
力
を
測
る
と
な
る
と
、
単
純
に
貿

易
額
が
多
け
れ
ば
、
国
際
的
な
市
場
で

競
争
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
そ
の
典
型
が
中
国
。
貿
易
額
だ

け
で
言
え
ば
中
国
は
日
本
よ
り
も
国
際

競
争
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
国
際

分
業
の
構
造
が
実
務
で
も
社
会
で
も
昔

と
今
で
は
変
わ
っ
て
き
た
。

付付
加加
価価
値値
でで
米米
国国
のの
貿貿
易易
赤赤
字字
国国
はは

図
２
の
様
に
、
日
本
か
ら
中
国
に
中

間
財
が
輸
出
さ
れ
て
、
中
国
で
組
立
て

を
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
が
さ
れ
る

と
な
る
と
、
統
計
上
の
デ
ー
タ
で
は
、

日
本
は
１
０
０
の
中
間
財
し
か
輸
出
を

し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
中
間
財
に

組
立
て
と
い
う
付
加
価
値
が
加
わ
る
の

で
、
中
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
は
１
３
0

と
い
う
金
額
が
輸
出
さ
れ
る
。
す
る
と

マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
日
本
よ
り
も
中
国
の

方
が
多
く
米
国
市
場
に
モ
ノ
が
行
っ
て

い
る
話
に
な
る
。

こ
れ
を
付
加
価
値
ベ
ー
ス
で
考
え
る

と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
研

究
が
さ
れ
て
い
て
、
１
０
０
の
中
間
財

を
中
国
に
売
っ
て
も
中
国
で
は
付
加
価

値
が
付
か
ず
、
組
立
て
の
単
純
作
業
だ

け
で
米
国
に
行
く
。
付
加
価
値
ベ
ー
ス

の
貿
易
で
見
れ
ば
米
国
の
最
大
の
貿
易

赤
字
は
日
本
だ
と
い
う
の
が
国
際
的
な

研
究
の
一
つ
の
意
見
。

ドド
イイ
ツツ
、、
米米
国国
にに
ＩＩ
ｏｏ
ＴＴ
でで
遅遅
れれ

例
え
ば
ア
イ
ホ
ー
ン
に
は
、
日
本
の

技
術
が
沢
山
入
っ
て
い
る
。
組
立
て
て

い
る
中
国
の
貿
易
額
の
方
が
大
き
が
、

日
本
は
ス
マ
ホ
・
携
帯
電
話
の
分
野
で

負
け
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は

な
い
。
こ
れ
が
付
加
価
値
貿
易
の
部
分
。

飛
行
機
や
自
動
車
、
携
帯
電
話
な
ど
、

部
品
点
数
の
多
い
製
品
に
な
れ
ば
、
中

間
財
を
供
給
し
て
い
る
日
本
企
業
の
国

際
競
争
力
が
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
は
高

い
。
た
だ
し
そ
れ
は
90
年
代
か
ら
２
千

年
、
10
年
位
ま
で
の
話
で
今
後
は
分
か

ら
な
い
。

製
造
業
の
分
野
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
役
割
が
注
目
さ
れ
て
い
て
Ｉ
ｏ
Ｔ

や
Ａ
Ｉ
の
分
野
は
日
本
が
遅
れ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
や
米
国
が
先
に

行
っ
て
、
日
本
が
モ
ノ
づ
く
り
神
話
に

固
執
し
す
ぎ
る
と
、
国
際
競
争
力
の
あ

る
中
間
財
の
分
野
で
も
結
局
は
負
け
て

し
ま
う
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
研
究
会
の
今
後
の
テ
ー
マ
に
も

関
わ
る
が
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
ど

の
様
に
育
成
し
て
い
く
の
か
」
と
い
う

こ
と
に
、
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

同
書
の
座
談
会
の
中
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
と
は
誰
か
と
い
う
問
い
に
「
自
社
の

事
業
展
開
を
行
う
上
で
、
市
場
を
国
内

外
で
分
け
て
考
え
る
「
意
識
」
の
壁
が

無
い
人
」
と
い
う
こ
と
を
仰
っ
て
い
る

方
が
い
た
。
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
っ
た
。

若若
手手
経経
営営
者者
にに
とと
っっ
てて
、、
必必
読読
のの
書書

本
書
は
、
各
章
を
担
当
し
た
方
に
よ

る
長
年
の
経
験
に
基
づ
く
貴
重
な
証
言

の
書
で
あ
る
。
日
本
の
将
来
的
課
題
と

危
機
感
を
持
っ
た
企
業
経
営
者
た
ち
の

試
行
錯
誤
が
、
非
常
に
迫
力
感
を
も
っ

て
、
具
体
的
な
テ
ー
マ
か
ら
浮
き
彫
り

に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
日
本

の
経
済
を
担
う
若
手
経
営
者
に
と
っ
て

必
読
の
書
で
あ
る
。

し
か
し
扱
う
テ
ー
マ
の
範
囲
が
広
い

こ
と
も
あ
り
、
一
部
掘
り
下
げ
き
れ
て

い
な
い
、
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
考
察
す

べ
き
だ
と
い
う
所
も
あ
る
。
先
生
方
は

各
企
業
の
優
れ
た
研
究
を
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
を
相
対
化
す
る
た
め
の
試

み
が
必
要
で
、
そ
の
際
に
産
業
レ
ベ
ル

に
引
き
上
げ
る
と
か
、
競
合
他
社
の
比

較
や
同
一
時
代
の
他
の
国
の
ケ
ー
ス
と

図２ グロスの貿易と付加価値の貿易にイメージ

日本

中国

米国

付加価値（100）

中間財

（100）

最終財

（130）

付加価値（30）

（出所）日経ビジネスオンライン（2013.12.9）

「日本の経営者の危機感が伝わる」
と話す下斗米専任講師。
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平
成
29
年
5
月
22
日
、
財
団
に
て
第
６
回
Ｈ
Ｒ
Ｍ
研
究
会
準
備
会
合
を
開
催
し
た
。
本
準

備
会
合
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会
」
で
の
議
論
の
中
か
ら
組
織
や
人
財
に
関
わ
る
問
題
を
抽

出
し
、
現
状
読
み
切
れ
て
い
な
い
部
分
を
浮
き
彫
り
に
し
、
次
の
研
究
課
題
の
抽
出
を
目
的

に
し
て
い
る
。
今
回
は
、
座
長
の
小
平
和
一
朗
専
務
理
事
か
ら
『
ゆ
と
り
世
代
考
』
と
い
う

題
目
で
ゆ
と
り
世
代
に
関
す
る
問
題
提
起
。
ま
た
、
敬
愛
大
学
経
済
学
部
の
下
斗
米
秀
之
専

任
講
師
と
前
野
高
明
専
任
講
師
か
ら
、
財
団
編
集
の
『
日
本
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
経
営
実
践
の

す
す
め
』
に
関
す
る
問
題
提
起
が
あ
り
、
委
員
相
互
で
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
た
。

ゆゆ
とと
りり
とと
いい
わわ
れれ
るる
世世
代代
はは
昔昔
もも
いい
たた

小小
平平
和和
一一
朗朗
専専
務務
理理
事事

齋
藤
孝
が
書
い
た
『
若
者
の
取
扱
説

明
書
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）
』
を
読
ん
で
分

か
っ
た
が
、
昔
も
ゆ
と
り
世
代
と
い
わ

れ
る
人
達
は
、
昔
か
ら
多
数
派
を
占
め

て
い
な
い
が
い
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の

よ
う
な
人
達
に
色
々
と
気
を
使
い
な
が

ら
、
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

思
い
出
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
何
も
変
わ
っ

い
う
か
、
言
わ
れ
る
と
引
い
て
し
ま
う
。

上
手
く
行
っ
て
い
る
う
ち
は
良
い
が
、

上
手
く
行
か
な
い
の
で
「
こ
う
し
た
ら

良
い
の
で
は
な
い
か
」
と
言
う
と
、
ガ

ク
ッ
と
な
る
。

下下
斗斗
米米
：：
打
た
れ
弱
さ
と
い
う
点
で
は
、

今
の
学
生
は
失
敗
に
対
す
る
恐
怖
が
感

覚
的
に
随
分
違
う
。
失
敗
す
る
と
立
ち

直
れ
な
か
っ
た
り
、
そ
こ
か
ら
逆
転
で

き
る
と
い
う
感
覚
が
な
い
。
や
ら
な
く

て
も
良
い
と
い
う
形
で
、
ソ
ツ
な
く
失

敗
し
な
い
生
き
方
を
選
択
す
る
。
彼
ら

は
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
自

己
表
現
を
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
か

な
り
叩
か
れ
た
り
、
大
き
な
失
敗
を
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

不
特
定
多
数
の
人
か
ら
批
判
を
受
け
る

可
能
性
が
あ
る
時
代
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
使
っ

て
い
な
い
と
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
し

ま
う
。
難
し
さ
は
あ
る
。

ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
にに
関関
すす
るる
問問
題題
提提
起起

下下
斗斗
米米
秀秀
之之
敬敬
愛愛
大大
学学
専専
任任
講講
師師

『
日
本
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
経
営
実
践

の
す
す
め
』
の
目
的
は
、
長
期
低
迷
を

続
け
る
日
本
企
業
の
原
因
を
解
明
す
る

こ
と
に
あ
り
、
そ
の
本
質
的
な
問
題
が

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
不
良
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
を
構
造
的
な
問
題
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
研
究
手
法
と
し

て
実
務
経
験
に
基
づ
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
現
状
認
識
と
知
見
を
集
め
て
、
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
日

本
型
経
営
を
非
常
に
肯
定
的
に
見
て
い

る
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。

そ
れ
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
戦
略
・

現
場
発
の
戦
略
を
指
し
て
お
り
米
国
の

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
と
比
較
し
、
日
本
型

経
営
は
非
常
に
良
い
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

復
活
す
る
能
力
と
資
格
が
あ
る
の
だ
と

い
う
の
が
、
一
つ
の
要
要
な
解
答
だ
。

っ
て
い
な
い
。
統
計
を
と
っ
た
訳
で
は

な
く
、
推
測
で
あ
る
が
、
80
年
代
の
ガ

キ
大
将
の
時
代
、
ゆ
と
り
世
代
と
い
わ

れ
る
人
達
が
、
30
％
程
度
は
い
た
と
思

う
。
（
図
１
）
２
０
１
０
年
に
は
、
ゆ

と
り
世
代
が
70
％
を
占
め
る
。
集
団
で

行
う
、
い
じ
め
も
あ
る
。
い
じ
め
も

あ
っ
て
、
ゆ
と
り
の
世
代
の
思
考
行
動

が
多
数
派
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。

周周
囲囲
がが
頑頑
張張
れれ
ばば
、、
おお
れれ
もも
頑頑
張張
るる

「
ゆ
と
り
世
代
は
、
実
は
伸
び
る
」

と
齋
藤
は
言
う
が
、
ゆ
と
り
だ
か
ら
伸

び
る
訳
で
は
な
い
と
思
う
。
ゆ
と
り
を

同
著
で
は
、
良
く
も
悪
く
も
お
と
な
し

く
て
真
面
目
、
真
面
目
だ
か
ら
こ
そ
追

い
込
ま
れ
る
と
頑
張
る
。
周
囲
も
頑
張

れ
ば
自
分
も
頑
張
る
。
よ
り
高
い
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
。

若
者
の
認
め
ら
れ
た
い
欲
求
と
言
う

が
、
80
年
代
に
も
こ
の
よ
う
な
人
達
は

少
数
だ
が
い
た
。
現
代
の
ゆ
と
り
は
、

多
少
弱
々
し
い
雰
囲
気
も
あ
る
が
、
皆

が
み
な
、
80
年
代
も
頑
張
り
屋
な
訳
で

は
な
く
、
ゆ
と
り
と
い
わ
れ
る
、
お
と

な
し
く
て
真
面
目
な
人
達
が
い
た
。

杉杉
本本
晴晴
重重
理理
事事
：：
ゆ
と
り
世
代
、
打
た

れ
弱
い
と
い
う
か
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
と

図１ ゆとり世代とその他の世代（推定構成比）

ゆとり世代を説明する小平専務理事

『『
日日
本本
的的
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
化化
経経
営営
実実
践践
のの
すす
すす
めめ
』』

日日
本本
型型
経経
営営
をを
非非
常常
にに
肯肯
定定
的的
にに
見見
てて
いい
るる
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市市
場場
をを
知知
らら
なな
かか
っっ
たた
ＯＯ
ＰＰ
ＥＥ
ＣＣ

石
油
価
格
の
推
移
（70
年
～
）

こ
こ
で
70
年
以
降
の
石
油
価
格
の
激

動
の
経
過
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
と
市
場
が
不
安
定

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
資

源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
が
高
ま
る

中
で
70
年
、
リ
ビ
ア
革
命
政
府
が
一
瞬

の
う
ち
に
、
自
国
内
の
石
油
主
権
を
メ

ジ
ャ
ー
ズ
か
ら
価
格
決
定
権
や
石
油
利

権
の
国
有
化
を
し
た
。
こ
の
動
き
は
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
全
体
に
一
気
に
波
及
し
た
。

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
第
一
次
石
油
危
機
（
73

年
）
、
第
二
次
石
油
危
機
（
80
年
）
を

経
て
原
油
価
格
を
34
ド
ル
（
現
在
価
値

で
百
ド
ル
）
ま
で
引
き
上
げ
、
か
つ
自

国
内
石
油
利
権
の
国
有
化
を
成
し
遂
げ

た
。
し
か
し
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
、
先
の
三
要

素
を
何
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

石
油
高
価
格
に
よ
り
石
油
需
要
が
収

縮
、
非
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
地
域
の
石
油
供
給
が

大
幅
増
加
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
増
加
が
起
こ
り
、
そ
の
結
果
と
し

て
、
85
年
に
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
生
産
量
は
半

減
し
た
。

彼
ら
は
減
産
の
各
国
割
り
当
て
に
失

敗
し
、
石
油
価
格
は
崩
壊
し
、
そ
の
後

約
20
年
間
、
10
～
20
ド
ル
の
低
価
格
時

代
に
突
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
ら

は
市
場
を
知
ら
な
さ
過
ぎ
た
。
ま
た
需

要
減
少
期
に
は
機
能
し
な
い
擬
似
カ
ル

テ
ル
で
あ
る
こ
と
を
露
呈
し
た
。

石石
油油
価価
格格
でで
経経
済済
破破
綻綻
しし
たた
ソソ
連連

一
方
、
石
油
・
ガ
ス
大
国
ソ
連
は
、

石
油
低
価
格
で
経
済
が
破
綻
し
、
91
年
、

そ
の
体
制
は
あ
っ
け
な
く
崩
壊
し
た
。

ソ
連
崩
壊
、
冷
戦
終
了
が
、
今
日
の

世
界
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
を

誘
引
し
、
新
興
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

が
膨
張
し
た
。
他
方
、
長
く
続
い
た
石

油
低
価
格
で
、
石
油
開
発
投
資
が
停
滞

し
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
石
油
供
給
能
力
は
増

え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
原
油
価
格

は
２
０
０
４
年
以
降
急
上
昇
に
転
じ
、

１
０
０
ド
ル
超
の
水
準
が
続
い
た
。

シシ
ェェ
ーー
ルル
（（２２
００
１１
００
年年
～～
））

こ
う
し
た
中
で
石
油
価
格
安
定
化
の

要
因
と
し
て
登
場
し
た
の
が
２
０
１
０

年
以
降
の
シ
ェ
ー
ル
・
オ
イ
ル
、
ガ
ス

の
増
産
で
あ
る
。
シ
ェ
ー
ル
・
オ
イ
ル

の
採
算
水
準
（
40
～
60
ド
ル
）
が
当
面
、

世
界
の
原
油
価
格
を
決
め
こ
と
と
な
る
。

た
だ
し
シ
ェ
ー
ル
は
あ
く
ま
で
限
界
的

供
給
者
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の

長
期
安
定
に
資
す
る
だ
け
の
力
は
な
い
。

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
市市
場場
のの
漂漂
流流

石
油
は
、
一
般
熱
源
、
発
電
、
輸
送
、

化
学
原
料
な
ど
の
全
用
途
に
使
用
さ
れ

る
唯
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
ま
た

需
給
調
整
が
容
易
な
優
れ
た
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
石
油
価

格
の
安
定
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
安
定

を
意
味
す
る
。

ポ
ス
ト
・
メ
ジ
ャ
ー
ズ
体
制
の
中
で
、

各
機
関
や
産
業
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場

の
安
定
化
の
た
め
の
方
策
を
模
索
し
て

き
た
。

一
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

広
範
か
つ
短
・
長
期
の
安
定
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
体
制
の
追
求

二
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
枠
組
み

化
石
燃
料
消
費
の
大
幅
削
減
策

三
、
各
国
の
政
策

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
の
技
術
開
発
、
税

制
、
再
エ
ネ
の
普
及
策
等

四
、
産
業
界
の
技
術
・
事
業
開
発

な
ど
様
々
な
政
策
や
産
業
活
動
の
中

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
安
定
化
策
が
追

求
さ
れ
て
き
た
が
、
漂
流
状
態
が
続
い

て
い
る
。

例
え
ば
、
再
エ
ネ
の
う
ち
太
陽
光
な

な
ど
は
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
、
自

的
に
管
理
し
、
支
配
し
得
た
鍵
は
次
の

三
要
素
に
あ
っ
た
。

第
一
に
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
彼
ら
は

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
が
説
い
た
５
つ
の
新

結
合
を
全
て
実
現
し
て
い
た
。
即
ち
、

①
新
し
い
財
貨
（
石
炭
に
比
し
圧
倒
的

な
性
能
を
持
つ
石
油
）
、
②
新
し
い
生

産
方
法
（
油
田
探
査
・
掘
削
技
術
）
、

③
新
し
い
販
路
（
内
燃
機
関
、
化
学
）
、

④
新
供
給
源
（
中
東
の
巨
大
油
田
）
、

⑤
独
占
の
形
成
（
国
際
石
油
カ
ル
テ

ル
）
の
５
つ
で
あ
る
。

第
二
に
、
広
く
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

と
い
わ
れ
る
輸
送
網
を
抑
え
て
い
た
。

第
三
に
、
総
合
的
シ
ス
テ
ム
思
考
を

体
現
し
て
い
た
。
彼
ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

全
般
、
お
よ
び
各
国
の
経
済
・
産
業
動

向
を
知
悉
し
、
深
く
分
析
し
、
か
つ
相

互
に
意
見
交
換
を
し
て
い
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
長
期
的
、
安
定
的
に
利
益
を

確
保
し
、
再
投
資
し
、
市
場
を
拡
大
し

続
け
た
。
ま
た
市
場
拡
大
の
た
め
、
原

油
価
格
を
意
図
的
に
長
期
に
２
ド
ル
前

後
に
安
定
さ
せ
て
き
た
。

し
か
し
、
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
世
界
石
油

市
場
の
支
配
体
制
は
１
９
７
０
年
代
前

半
に
突
如
終
焉
し
た
。
そ
の
後
石
油
価

格
は
大
変
動
期
に
入
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

市
場
は
安
定
性
を
失
っ
た
。

メメ
ジジ
ャャ
ーー
ズズ
のの
市市
場場
管管
理理

19
世
紀
後
半
の
石
油
揺
籃
期
、
石
油

市
場
で
勝
ち
残
る
条
件
は
、
鉄
道
、
船

舶
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
の
輸
送
網
の

占
有
で
あ
っ
た
。
突
き
詰
め
た
石
油
企

業
が
、
メ
ジ
ャ
ー
ズ
と
し
て
残
っ
た
。

20
世
紀
に
入
り
メ
ジ
ャ
ー
ズ
は
世
界

の
石
油
生
産
・
販
売
・
輸
出
の
シ
ェ
ア

を
固
定
化
し
（
ア
ク
ナ
キ
ャ
リ
ー
協

定
）
、
カ
ル
テ
ル
体
制
の
基
礎
を
固
め

た
。
さ
ら
に
中
東
等
で
の
巨
大
油
田
の

開
発
を
経
て
世
界
石
油
市
場
の
支
配
体

制
を
強
化
し
た
。

彼
ら
が
長
く
世
界
石
油
市
場
を
安
定

将
来
を
洞
察
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
つ
い
て
５
回
の
連
載
を
し
て
き
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
市
場
の
安
定
化
の
要
素
と
メ
ジ
ャ
ー
ズ
か
ら
学
び
得
ら
れ
た
教
訓
に
つ
い

て
、
連
載
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
今
ま
で
の
内
容
を
整
理
す
る
共
に
、
将
来
を

洞
察
す
る
上
で
重
要
な
視
点
を
報
告
す
る
。

（
研
究
員

前
田
光
幸
）

（注４） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：エネルギー・パラダイム』に掲載

（注４）

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
市市
場場
、、
安安
定定
化化
のの
要要
素素

連連載載をを担担当当ししたた前前田田光光幸幸研研究究員員

エネルギーパラダイムに関する研究
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技技術術ベベンンチチャャーー叢叢成成

モ
ノ
づ
く
り
で
、
日
本
の
強
み
を
発
揮

で
き
る
。
雇
用
を
創
生
す
る
モ
ノ
づ
く

り
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
重
要
で
あ
る
。

質質
問問
（（
小小
平平
））
：
複
視
眼
的
思
考
を
持

ち
技
術
と
経
営
の
両
者
を
理
解
で
き
る

人
材
の
育
成
と
あ
る
が
。

回回
答答
（（
余余
田田
））
「
起
業
し
事
業
展
開
を

行
っ
た
者
か
ら
、
後
輩
に
成
功
の
み
な

ら
ず
失
敗
も
含
め
た
生
き
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
。
社
会
経
験
の
無
い
学
生

で
あ
っ
て
も
彼
ら
を
信
頼
し
、
学
内
の

起
業
を
社
会
に
繋
げ
る
支
援
の
活
動
を

多
く
の
大
学
に
広
げ
て
い
く
」
と
答
申

し
た
。
日
本
で
は
で
き
て
な
い
。

質質
問問
（（
小小
平平
））
：
地
方
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
。
成
功
企
業
も
多
い
が
。

回回
答答
（（
余余
田田
））
上
田
で
の
信
州
大
で
の

Ｕ
タ
ー
ン
の
成
功
事
例
も
あ
る
。
開
発

は
地
方
で
や
っ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
資
金
調
達
は
東
京
で
行
っ
て
い
る
。

地
方
が
隔
離
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
新
幹
線
を
使
う
と
移
動
も
短
時
間

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
で
あ
る
。

意意
見見
（（
小小
平平
））
：
福
井
の
中
村
留
と
い

う
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
は
輸
出
比
率

70
％
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
あ
る
。

家
消
費
が
普
及
の
本
筋
で
あ
り
、
送
電

網
接
続
を
主
軸
に
お
く
べ
き
で
な
い
。

自
家
消
費
の
た
め
の
蓄
電
地
コ
ス
ト
の

大
幅
下
げ
こ
そ
が
、
最
優
先
課
題
で
あ

る
。水

素
は
原
料
が
化
石
燃
料
で
温
暖
化

対
策
に
逆
行
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
が
マ

イ
ナ
ス
、
輸
送
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る
、

な
ど
欠
点
が
多
い
。
水
素
社
会
の
実
現

は
難
し
い
。

理理事事 杉杉本本 晴晴重重人人材材のの採採用用はは人人のの繋繋ががりりがが鍵鍵

グ
ロ
ー
バ
ル
体
験

海海 外外

（（８８））

（注５）

米
国
で
の
三
度
の
駐
在
で
学
ん
だ

事
の
一
つ
に
、
人
材
の
採
用
が
あ
る
。

ま
だ
一
担
当
者
だ
っ
た
当
初
は
、
人

材
採
用
に
直
接
関
係
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
面
接

に
参
加
す
る
機
会
も
増
え
、
更
に
自

身
が
部
門
ト
ッ
プ
と
な
る
と
、
人
材

の
採
用
と
確
保
は
非
常
に
重
要
な
職

務
と
な
っ
た
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
、
セ
ー
ル
ス
パ
ー
ソ

ン
、
マ
ー
ケ
ッ
タ
ー
等
、
専
門
職
の

採
用
が
多
か
っ
た
が
、
転
職
が
多
く

中
途
採
用
が
普
通
の
米
国
で
は
、
応

募
者
は
採
用
試
験
に
慣
れ
て
お
り
、

履
歴
書
も
良
く
出
来
て
い
て
、
面
接

対
応
も
上
手
な
人
が
多
か
っ
た
。
日

本
の
新
卒
採
用
し
か
知
ら
ず
、
中
途

採
用
に
不
慣
れ
だ
っ
た
私
は
、
当
初
、

大
変
苦
労
し
た
。

優優
位位
点点
をを
強強
調調
しし
たた
売売
りり
込込
みみ

応
募
者
は
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

と
処
遇
向
上
を
求
め
て
「
高
度
な
技

術
力
、
多
彩
な
経
歴
、
優
秀
な
営
業

実
績
」
等
、
優
位
点
を
強
調
し
て
売

り
込
ん
で
来
た
。
例
え
ば
技
術
者
の

場
合
「
最
新
の
何
々
技
術
を
持
っ
て

い
る
、
ヒ
ッ
ト
製
品
の
開
発
を
担
当

し
た
」
等
、
営
業
の
場
合
は
「
売
上

を
倍
増
し
た
、
シ
ェ
ア
を
50
％
伸
ば

し
た
」
等
の
類
で
あ
る
。

即
戦
力
を
期
待
す
る
当
方
は
、
こ

れ
ら
の
美
辞
麗
句
に
目
移
り
し
て
、

つ
い
つ
い
評
価
が
甘
く
な
っ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
本
人
が
具
体
的
に
何

を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
、
何
が
出

来
る
の
か
を
確
認
し
な
い
と
真
の
実

績
も
能
力
も
評
価
で
き
な
い
。
外
部

の
人
材
会
社
を
使
っ
て
精
度
を
上
げ
、

前
職
の
関
係
者
か
ら
リ
フ
ァ
レ
ン
ス

を
と
り
、
他
部
門
の
ア
メ
リ
カ
人
に

も
面
接
し
て
も
ら
い
、
実
際
に
試
行

期
間
を
設
け
て
一
緒
に
仕
事
を
し
た

り
色
々
試
み
た
が
、
求
め
る
人
材
を

採
用
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

一
番
有
効
だ
っ
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ

人
の
人
脈
で
あ
っ
た
。
当
初
、
米
国

で
人
脈
の
無
か
っ
た
私
は
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
や
パ
ー
ト
ナ
、
社
内
他
部
門
の

信
頼
で
き
る
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
人
材

を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

有有
効効
だだ
っっ
たた
人人
脈脈
でで
のの
新新
規規
採採
用用

人
材
流
動
性
の
高
い
米
国
で
は
、

会
社
を
辞
め
た
後
も
、
元
同
僚
同
志

が
付
き
合
い
を
続
け
、
企
業
や
人
、

技
術
の
情
報
交
換
し
て
い
る
場
合
が

多
い
。
特
に
、
優
秀
な
人
材
ほ
ど
、

こ
の
元
職
場
人
脈
が
広
い
よ
う
だ
っ

た
。新

規
事
業
の
立
上
げ
で
組
織
全
体

の
構
築
が
必
要
な
場
合
は
、
営
業
、

技
術
な
ど
部
門
の
ト
ッ
プ
を
ま
ず
採

用
し
、
そ
の
人
に
部
下
の
採
用
を
任

す
事
が
多
か
っ
た
が
、
通
常
の
採
用

で
も
、
人
脈
で
新
規
採
用
す
る
こ
と

が
大
変
有
効
だ
っ
た
。

近
年
、
日
本
で
も
こ
の
よ
う
な
人

の
繋
が
り
で
人
が
集
ま
り
、
ベ
ン

チ
ャ
企
業
の
立
上
げ
に
成
功
し
て
い

る
話
を
聞
く
が
、
米
国
に
お
け
る
人

の
繋
が
り
に
よ
る
成
功
例
が
参
考
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（注5） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：グローバル体験』に後日掲載

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
市市
場場
安安
定定
化化
力力

新
結
合
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
総

合
シ
ス
テ
ム
思
考
の
３
つ
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
市
場
お
よ
び
石
油
価
格
安
定
化
の
要

件
で
あ
る
こ
と
を
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
歩
み

は
教
え
て
い
る
。

こ
の
３
要
素
は
、
我
々
が
現
実
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
動
向
を
分
析
し
、
将
来
を
洞

察
す
る
上
で
、
引
き
続
き
重
要
な
視
点

で
あ
る
。

（
前
田
光
幸
）

日
本
開
発
工
学
会
の
技
術
ベ
ン
チ
ャ

ー
叢
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
は

２
年
間
に
10
回
の
会
合
を
持
ち
「
技
術

開
発
指
向
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
叢
出
・
成

長
に
向
け
て
の
提
言
」
を
ま
と
め
た
。

小
平
和
一
朗
専
務
理
事
が
Ｗ
Ｓ
責
任
者

の
余
田
幸
雄
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た

の
で
、
そ
の
一
部
を
報
告
す
る
。

質質
問問
（（
小小
平平
））
技
術
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
、

技
術
を
つ
け
て
い
る
理
由
は
。

回回
答答
（（
余余
田田
））
付
加
価
値
が
つ
く
の
は

技技
術術
開開
発発
指指
向向
型型
ベベ
ンン
チチ
ャャ
ーー
のの
叢叢
出出

日日
本本
開開
発発
工工
学学
会会
「「
技技
術術
ベベ
ンン
チチ
ャャ
ーー
叢叢
成成
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
」」
かか
らら

財団で小平専務理事のインタビューを受ける
ワークショップ責任者の余田幸雄氏（左）。
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市市
場場
をを
知知
らら
なな
かか
っっ
たた
ＯＯ
ＰＰ
ＥＥ
ＣＣ

石
油
価
格
の
推
移
（70
年
～
）

こ
こ
で
70
年
以
降
の
石
油
価
格
の
激

動
の
経
過
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
と
市
場
が
不
安
定

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
資

源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
が
高
ま
る

中
で
70
年
、
リ
ビ
ア
革
命
政
府
が
一
瞬

の
う
ち
に
、
自
国
内
の
石
油
主
権
を
メ

ジ
ャ
ー
ズ
か
ら
価
格
決
定
権
や
石
油
利

権
の
国
有
化
を
し
た
。
こ
の
動
き
は
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
全
体
に
一
気
に
波
及
し
た
。

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
第
一
次
石
油
危
機
（
73

年
）
、
第
二
次
石
油
危
機
（
80
年
）
を

経
て
原
油
価
格
を
34
ド
ル
（
現
在
価
値

で
百
ド
ル
）
ま
で
引
き
上
げ
、
か
つ
自

国
内
石
油
利
権
の
国
有
化
を
成
し
遂
げ

た
。
し
か
し
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
、
先
の
三
要

素
を
何
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

石
油
高
価
格
に
よ
り
石
油
需
要
が
収

縮
、
非
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
地
域
の
石
油
供
給
が

大
幅
増
加
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
増
加
が
起
こ
り
、
そ
の
結
果
と
し

て
、
85
年
に
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
生
産
量
は
半

減
し
た
。

彼
ら
は
減
産
の
各
国
割
り
当
て
に
失

敗
し
、
石
油
価
格
は
崩
壊
し
、
そ
の
後

約
20
年
間
、
10
～
20
ド
ル
の
低
価
格
時

代
に
突
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
ら

は
市
場
を
知
ら
な
さ
過
ぎ
た
。
ま
た
需

要
減
少
期
に
は
機
能
し
な
い
擬
似
カ
ル

テ
ル
で
あ
る
こ
と
を
露
呈
し
た
。

石石
油油
価価
格格
でで
経経
済済
破破
綻綻
しし
たた
ソソ
連連

一
方
、
石
油
・
ガ
ス
大
国
ソ
連
は
、

石
油
低
価
格
で
経
済
が
破
綻
し
、
91
年
、

そ
の
体
制
は
あ
っ
け
な
く
崩
壊
し
た
。

ソ
連
崩
壊
、
冷
戦
終
了
が
、
今
日
の

世
界
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
を

誘
引
し
、
新
興
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

が
膨
張
し
た
。
他
方
、
長
く
続
い
た
石

油
低
価
格
で
、
石
油
開
発
投
資
が
停
滞

し
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
石
油
供
給
能
力
は
増

え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
原
油
価
格

は
２
０
０
４
年
以
降
急
上
昇
に
転
じ
、

１
０
０
ド
ル
超
の
水
準
が
続
い
た
。

シシ
ェェ
ーー
ルル
（（２２
００
１１
００
年年
～～
））

こ
う
し
た
中
で
石
油
価
格
安
定
化
の

要
因
と
し
て
登
場
し
た
の
が
２
０
１
０

年
以
降
の
シ
ェ
ー
ル
・
オ
イ
ル
、
ガ
ス

の
増
産
で
あ
る
。
シ
ェ
ー
ル
・
オ
イ
ル

の
採
算
水
準
（
40
～
60
ド
ル
）
が
当
面
、

世
界
の
原
油
価
格
を
決
め
こ
と
と
な
る
。

た
だ
し
シ
ェ
ー
ル
は
あ
く
ま
で
限
界
的

供
給
者
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の

長
期
安
定
に
資
す
る
だ
け
の
力
は
な
い
。

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
市市
場場
のの
漂漂
流流

石
油
は
、
一
般
熱
源
、
発
電
、
輸
送
、

化
学
原
料
な
ど
の
全
用
途
に
使
用
さ
れ

る
唯
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
ま
た

需
給
調
整
が
容
易
な
優
れ
た
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
石
油
価

格
の
安
定
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
安
定

を
意
味
す
る
。

ポ
ス
ト
・
メ
ジ
ャ
ー
ズ
体
制
の
中
で
、

各
機
関
や
産
業
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場

の
安
定
化
の
た
め
の
方
策
を
模
索
し
て

き
た
。

一
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

広
範
か
つ
短
・
長
期
の
安
定
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
体
制
の
追
求

二
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
枠
組
み

化
石
燃
料
消
費
の
大
幅
削
減
策

三
、
各
国
の
政
策

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
の
技
術
開
発
、
税

制
、
再
エ
ネ
の
普
及
策
等

四
、
産
業
界
の
技
術
・
事
業
開
発

な
ど
様
々
な
政
策
や
産
業
活
動
の
中

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
安
定
化
策
が
追

求
さ
れ
て
き
た
が
、
漂
流
状
態
が
続
い

て
い
る
。

例
え
ば
、
再
エ
ネ
の
う
ち
太
陽
光
な

な
ど
は
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
、
自

的
に
管
理
し
、
支
配
し
得
た
鍵
は
次
の

三
要
素
に
あ
っ
た
。

第
一
に
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
彼
ら
は

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
が
説
い
た
５
つ
の
新

結
合
を
全
て
実
現
し
て
い
た
。
即
ち
、

①
新
し
い
財
貨
（
石
炭
に
比
し
圧
倒
的

な
性
能
を
持
つ
石
油
）
、
②
新
し
い
生

産
方
法
（
油
田
探
査
・
掘
削
技
術
）
、

③
新
し
い
販
路
（
内
燃
機
関
、
化
学
）
、

④
新
供
給
源
（
中
東
の
巨
大
油
田
）
、

⑤
独
占
の
形
成
（
国
際
石
油
カ
ル
テ

ル
）
の
５
つ
で
あ
る
。

第
二
に
、
広
く
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

と
い
わ
れ
る
輸
送
網
を
抑
え
て
い
た
。

第
三
に
、
総
合
的
シ
ス
テ
ム
思
考
を

体
現
し
て
い
た
。
彼
ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

全
般
、
お
よ
び
各
国
の
経
済
・
産
業
動

向
を
知
悉
し
、
深
く
分
析
し
、
か
つ
相

互
に
意
見
交
換
を
し
て
い
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
長
期
的
、
安
定
的
に
利
益
を

確
保
し
、
再
投
資
し
、
市
場
を
拡
大
し

続
け
た
。
ま
た
市
場
拡
大
の
た
め
、
原

油
価
格
を
意
図
的
に
長
期
に
２
ド
ル
前

後
に
安
定
さ
せ
て
き
た
。

し
か
し
、
メ
ジ
ャ
ー
ズ
の
世
界
石
油

市
場
の
支
配
体
制
は
１
９
７
０
年
代
前

半
に
突
如
終
焉
し
た
。
そ
の
後
石
油
価

格
は
大
変
動
期
に
入
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

市
場
は
安
定
性
を
失
っ
た
。

メメ
ジジ
ャャ
ーー
ズズ
のの
市市
場場
管管
理理

19
世
紀
後
半
の
石
油
揺
籃
期
、
石
油

市
場
で
勝
ち
残
る
条
件
は
、
鉄
道
、
船

舶
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
の
輸
送
網
の

占
有
で
あ
っ
た
。
突
き
詰
め
た
石
油
企

業
が
、
メ
ジ
ャ
ー
ズ
と
し
て
残
っ
た
。

20
世
紀
に
入
り
メ
ジ
ャ
ー
ズ
は
世
界

の
石
油
生
産
・
販
売
・
輸
出
の
シ
ェ
ア

を
固
定
化
し
（
ア
ク
ナ
キ
ャ
リ
ー
協

定
）
、
カ
ル
テ
ル
体
制
の
基
礎
を
固
め

た
。
さ
ら
に
中
東
等
で
の
巨
大
油
田
の

開
発
を
経
て
世
界
石
油
市
場
の
支
配
体

制
を
強
化
し
た
。

彼
ら
が
長
く
世
界
石
油
市
場
を
安
定

将
来
を
洞
察
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
つ
い
て
５
回
の
連
載
を
し
て
き
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
市
場
の
安
定
化
の
要
素
と
メ
ジ
ャ
ー
ズ
か
ら
学
び
得
ら
れ
た
教
訓
に
つ
い

て
、
連
載
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
今
ま
で
の
内
容
を
整
理
す
る
共
に
、
将
来
を

洞
察
す
る
上
で
重
要
な
視
点
を
報
告
す
る
。

（
研
究
員

前
田
光
幸
）

（注４） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：エネルギー・パラダイム』に掲載

（注４）

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
市市
場場
、、
安安
定定
化化
のの
要要
素素

連連載載をを担担当当ししたた前前田田光光幸幸研研究究員員

エネルギーパラダイムに関する研究
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（注６）

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
掲
げ
る
「
ア

メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
理
念
。

国
益
を
最
大
限
に
優
先
し
よ
う
と

す
る
考
え
そ
れ
自
体
は
悪
く
な
い
。

問
題
は
、
こ
の
言
葉
に
、
国
際
社

会
を
軽
視
し
た
国
粋
主
義
や
排
外

主
義
（
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
）
と

い

っ

た

「

ア

メ

リ

カ

・

オ

ン

リ
ー
」
へ
と
、
容
易
に
転
化
し
う

る
怖
さ
が
あ
る
こ
と
だ
。

ト
ラ
ン
プ
現
象
の
背
景
に
は
、

行
き
過
ぎ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
生

ん
だ
弊
害
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た

ア
メ
リ
カ
人
の
焦
り
が
あ
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
海
外
移
転
や

雇
用
の
流
出
は
、
か
つ
て
ア
メ
リ

カ
繁
栄
の
象
徴
だ
っ
た
製
造
業
や

鉄
鋼
業
を
直
撃
し
、
そ
こ
で
働
く

人
々
の
多
く
を
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
か

ら
貧
困
層
へ
と
転
落
さ
せ
た
。
い

わ
ゆ
る
「
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
」
の
白

人
中
間
層
の
多
く
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
犠
牲
者
で
あ
り
、
「
ア
メ

リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
熱
狂
は
、

彼
ら
が
既
存
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
路

線
に
疑
問
を
突
き
付
け
た
こ
と
を

示
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
雇
用
減

少
や
賃
金
の
伸
び
悩
み
は
、
本
質

的
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
は
な
く

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
（
自
動

化
・
機
械
化
）
の
結
果
で
も
あ
る
。

果
た
し
て
保
護
主
義
に
転
換
し
た

ア
メ
リ
カ
に
、
雇
用
は
戻
っ
て
く

る
だ
ろ
う
か
。

ま
た
彼
ら
の
批
判
の
眼
差
し
は

仕
事
を
奪
い
、
賃
金
を
引
き
下
げ

る
と
さ
れ
る
不
法
移
民
に
も
向
け

ら
れ
る
。
し
か
し
、
移
民
の
経
済

学
的
効
果
に
関
す
る
最
新
の
研
究

（
注
７
）
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ

人
が
移
民
か
ら
受
け
る
正
味
の
経

済
利
益
は
、
プ
ラ
ス
の
値
に
な
る

こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。
不
法
移

民
の
多
く
は
所
得
税
や
社
会
保
障

税
を
支
払
っ
て
お
り
、
移
民
が
福

祉
を
食
い
物
に
し
て
い
る
と
の
批

判
は
的
外
れ
だ
。
ト
ラ
ン
プ
や
そ

の
支
持
者
た
ち
は
何
ら
根
拠
を
示

す
こ
と
な
く
排
外
主
義
的
な
主
張

を
繰
り
返
す
「
ポ
ス
ト
・
真
実
」

政
治
の
典
型
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
史
に
お

い
て
排
外
主
義
は
珍
し
い
も
の
で

は
な
い
。
歴
史
家
ハ
イ
ア
ム
（
注

８
）
に
よ
れ
ば
、
危
機
の
時
代
に

お
い
て
の
み
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

な
分
極
化
が
著
し
く
見
ら
れ
、
移

民
排
斥
の
機
運
は
高
ま
る
。
青
山

学
院
大
学
の
会
田
弘
継
は
「
近
現

代
的
文
脈
に
お
け
る
ネ
イ
テ
ィ
ヴ

ィ
ズ
ム
の
源
泉
と
は
経
済
的
苦
境

に
よ
る
も
の
だ
」
と
指
摘
す
る
。

実
際
に
19
世
紀
末
に
も
移
民
に
よ

っ
て
仕
事
を
奪
わ
れ
た
と
考
え
る

ア
メ
リ
カ
人
（
と
く
に
最
大
の
職

種
別
労
働
組
合
Ａ
Ｆ
Ｌ
）
は
、
移

民
排
斥
の
急
先
鋒
と
な
っ
た
。
排

斥
の
対
象
が
、
百
年
前
の
東
南
欧

や
ア
ジ
ア
系
移
民
か
ら
今
日
の
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
へ
と
代
わ
っ

た
だ
け
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
世
界
同
時
不
況
以
降
、

共
時
的
な
排
外
的
ム
ー
ド
は
、
ア

メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

、
そ
し
て
日
本
に
も
蔓
延
し
て
い

る
。
最
近
、
日
本
で
も
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
排
外
的
で
辛

辣
な
発
言
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
ト
ラ
ン
プ
現
象
は
、
我

々
に
と
っ
て
も
、
対
岸
の
火
事
で

は
済
ま
さ
れ
な
い
喫
緊
の
問
題
な

の
で
あ
る
。

週
末
に
、
最
近
開
通
し
た
圏
央

道
を
東
北
自
動
か
ら
成
田
空
港
向

か
っ
て
運
転
し
た
。
ま
さ
に
緑
の

絨
毯
の
中
に
延
び
る
高
速
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
が
片
側
一
車
線
の
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が

低
い
の
で
快
適
に
運
転
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
時
、
思
っ
た
が
、
圏
央
道
を
片

側
一
車
線
で
な
ぜ
造
る
の
か
。

話
し
は
変
わ
る
が
、
最
近
の
雨
の
降
り

方
は
、
異
常
で
あ
る
。
大
量
の
雨
が
、
特

定
の
地
域
に
集
中
し
て
想
定
外
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
降
る
。
山
が
崩
れ
、
堤
防
が
決
壊

す
る
。
起
き
る
災
害
を
み
て
異
常
気
象
だ

か
ら
仕
方
な
い
と
し
て
い
る
。

地
震
よ
り
発
生
確
率
は
高
い
集
中
豪
雨
。

治
山
、
治
水
は
、
古
か
ら
国
家
の
課
題
で

あ
る
。
文
明
が
進
歩
し
て
い
る
の
に
、
多

く
の
犠
牲
者
が
出
た
り
、
住
居
が
破
壊
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
大
量
の
流
木
が
橋
を
壊
し
て
い
る
映

像
を
見
る
と
、
山
野
の
手
入
れ
を
怠
っ
て
、

山
野
が
荒
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

不
可
抗
力
な
自
然
災
害
と
言
わ
ず
に
、

一
日
に
一
か
月
の
降
雨
量
を
超
え
る
雨
が

降
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
治
山
治
水
の
取

り
組
み
が
必
要
だ
と
思
う
。
起
き
る
前
の

災
害
対
策
に
、
国
任
せ
で
な
く
、
民
間
人

を
含
め
て
も
う
少
し
対
策
に
力
を
入
れ
た

い
も
の
で
あ
る
。

（
小
平
和
一
朗
）

編編集集後後記記

一一般般財財団団法法人人
アアーーネネスストト育育成成財財団団

案案内内

財財
団団
のの
長長
期期
戦戦
略略

「
ア
ー
ネ
ス
ト
育
成
財

団
は
、
短
期
間
で
終
わ
っ

て
よ
い
も
の
で
は
な
く
、

持
続
的
で
か
つ
永
遠
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
塾

は
、
経
営
者
の
育
成
で
実

績
を
上
げ
て
い
る
。
育
成

方
法
を
次
世
代
に
い
か
に

伝
え
る
か
が
課
題
。
講
師

陣
の
若
返
り
に
着
手
し
て
欲
し
い
」
と

の
２
点
が
理
事
長
か
ら
出
さ
れ
た
。

持
続
性
に
つ
い
て
は
、
財
団
を
人
的

に
も
財
政
的
に
も
支
援
す
る
Ｏ
Ｂ
会
を

組
織
化
。
当
財
団
の
運
営
主
体
が
講
師

を
含
む
塾
Ｏ
Ｂ
と
な
る
た
め
の
財
団
の

支
援
団
体
「
西
河
塾
代
々
木
会
」
を
８

月
に
は
設
立
す
る
予
定
。

次
の
講
師
陣
の
若
返
り
。
講
師
育
成

を
行
う
研
究
科
・
前
期
を
設
け
た
。
実

践
経
営
ス
ク
ー
ル
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
制
度
を
設
け
、
塾
講
師
を

実
践
し
て
、
経
営
に
関
す
る
知
見
を
伝

え
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
。
研
究
生
は
月

２
回
、
小
平
専
務
理
事
か
ら
個
別
指
導

を
受
け
て
い
る
。
そ
の
議
事
録
は
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
研
究
科
の

修
了
要
件
の
一
つ
に
、
査
読
論
文
一
本

以
上
を
書
く
こ
と
が
あ
る
。

（注６） 敬愛大学経済学部専任講師・博士（経済学）、（注７）ベンジャミン・パウエル編『移民の経済学』東洋経済新報社，2016年
（注８） （参考） ジョン・ハイアム『自由の女神のもとへ』平凡社, 1994年


